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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第28期
第１四半期
連結累計期間

第29期
第１四半期
連結累計期間

第28期
連結会計年度

会計期間
自　2017年４月１日
至　2017年６月30日

自　2018年４月１日
至　2018年６月30日

自　2017年４月１日
至　2018年３月31日

売上高 （千円） 836,379 772,513 3,412,353

経常利益又は経常損失（△） （千円） △17,363 7,818 49,752

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純損失（△）
（千円） △19,002 △8,724 △11,937

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △7,646 6,001 55,993

純資産額 （千円） 712,661 1,862,128 1,856,126

総資産額 （千円） 1,532,254 2,679,963 2,808,820

１株当たり四半期（当期）純損失

（△）
（円） △0.96 △0.31 △0.59

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 42.6 64.8 62.2

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第28期第１四半期連結累計期間及び第28期連結会計年度の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益

については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期（当期）純損失であるため記載しておりません。

また、第29期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

(1）財政状態及び経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間におきましては、2018年３月29日に旅行事業を廃止したことにより前四半期連結累計

期間に対し売上高は減少いたしましたが、当社の連結子会社である株式会社マードゥレクス及び株式会社ジヴァス

タジオが牽引している「通信販売事業」において、海外事業が順調に拡大していることや骨盤矯正用EMSやクレン

ジングの売れ行きが好調でありました。

これらの結果、売上高は772百万円（前年同四半期比63百万円減）、営業利益は２百万円（前年同四半期は18百

万円の営業損失）、経常利益は７百万円（前年同四半期は17百万円の経常損失）、親会社株主に帰属する四半期純

損失は８百万円（前年同四半期比10百万円減）となりました。

なお、当第１四半期連結累計期間より、当社グループの事業は単一セグメントに変更したため、セグメント別の

記載を省略しております。

 

(2）経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の金額は、4,556千円であります。

 

(5）主要な設備の状況

該当事項はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 69,378,000

計 69,378,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2018年６月30日）

提出日現在発行数
（株）

（2018年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 28,240,000 28,240,000
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

100株

計 28,240,000 28,240,000 － －

（注）普通株式は完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

2018年４月１日～

2018年６月30日
－ 28,240,000 － 2,438,187 － 2,441,189

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2018年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

 

①【発行済株式】

2018年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　28,239,400 282,394 －

単元未満株式 普通株式　　　　　 600 － －

発行済株式総数 28,240,000 － －

総株主の議決権 － 282,394 －

 

②【自己株式等】

該当事項はありません。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2018年４月１日から2018

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2018年４月１日から2018年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、ＲＳＭ清和監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2018年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,693,115 1,657,341

受取手形及び売掛金 323,092 205,560

商品及び製品 426,473 474,631

原材料及び貯蔵品 64,233 50,296

未収入金 4,831 1,496

その他 35,203 40,063

貸倒引当金 △3,482 △3,212

流動資産合計 2,543,466 2,426,177

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 37,433 37,433

減価償却累計額及び減損損失累計額 △29,637 △29,943

建物及び構築物（純額） 7,795 7,490

工具、器具及び備品 212,422 213,302

減価償却累計額及び減損損失累計額 △159,220 △164,596

工具、器具及び備品（純額） 53,201 48,706

有形固定資産合計 60,997 56,196

無形固定資産   

のれん 80,504 77,820

ソフトウエア 25,473 22,833

その他 8,251 8,242

無形固定資産合計 114,228 108,896

投資その他の資産   

敷金及び保証金 76,432 76,182

繰延税金資産 13,695 12,260

その他 13,080 12,814

貸倒引当金 △13,080 △12,564

投資その他の資産合計 90,127 88,692

固定資産合計 265,353 253,786

資産合計 2,808,820 2,679,963
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2018年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2018年６月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 299,289 197,750

未払金 206,076 225,935

前受金 4,677 －

未払法人税等 1,770 1,384

賞与引当金 20,258 8,718

返品調整引当金 8,052 4,001

その他 43,743 17,323

流動負債合計 583,869 455,113

固定負債   

債務保証損失引当金 367,866 361,924

その他 957 797

固定負債合計 368,824 362,721

負債合計 952,693 817,835

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,438,187 2,438,187

資本剰余金 2,478,308 2,478,308

利益剰余金 △3,170,274 △3,178,999

株主資本合計 1,746,220 1,737,495

非支配株主持分 109,906 124,632

純資産合計 1,856,126 1,862,128

負債純資産合計 2,808,820 2,679,963
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2017年４月１日
　至　2017年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年６月30日)

売上高 836,379 772,513

売上原価 419,602 343,270

売上総利益 416,776 429,243

販売費及び一般管理費 435,125 427,120

営業利益又は営業損失（△） △18,349 2,123

営業外収益   

為替差益 75 －

業務受託料 960 －

債務保証損失引当金戻入額 － 5,942

その他 497 80

営業外収益合計 1,532 6,023

営業外費用   

株式交付費 450 －

為替差損 － 211

その他 97 116

営業外費用合計 547 327

経常利益又は経常損失（△） △17,363 7,818

特別利益   

新株予約権戻入益 5,019 －

債務保証損失引当金戻入額 5,479 －

特別利益合計 10,498 －

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
△6,865 7,818

法人税、住民税及び事業税 780 382

法人税等調整額 － 1,434

法人税等合計 780 1,816

四半期純利益又は四半期純損失（△） △7,646 6,001

非支配株主に帰属する四半期純利益 11,356 14,726

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △19,002 △8,724
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　2017年４月１日
　至　2017年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2018年４月１日
　至　2018年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △7,646 6,001

四半期包括利益 △7,646 6,001

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △19,002 △8,724

非支配株主に係る四半期包括利益 11,356 14,726
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【注記事項】

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定

負債の区分に表示しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

保証債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対し、債務保証を行っております。

 
前連結会計年度
（2018年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2018年６月30日）

株式会社ジークス 150,421千円 153,894千円

計 150,421 153,894

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
至　2017年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年６月30日）

減価償却費 11,252千円 9,016千円

のれんの償却額 2,683 2,683

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2017年４月１日　至　2017年６月30日）

１．配当に関する事項

該当事項はありません。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　当第１四半期連結累計期間において、Ｏａｋキャピタル株式会社の第９回新株予約権の行使により、2017

年４月21日付で150,013千円、2017年６月23日付で30,002千円の払込みを受けました。この結果、当第１四

半期連結累計期間において資本金が90,578千円、資本準備金が90,578千円増加し、当第１四半期連結会計期

間末において資本金が1,894,849千円、資本準備金が1,897,851千円となっております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年６月30日）

１．配当に関する事項

該当事項はありません。

 

２．株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2017年４月１日　至　2017年６月30日）

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
コンサルティ
ング事業

旅行事業 通信販売事業 計

売上高       

外部顧客への売上高 － 70,578 765,801 836,379 － 836,379

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ 1,299 － 1,299 △1,299 －

計 － 71,878 765,801 837,679 △1,299 836,379

セグメント利益又は損失

（△）
－ △3,851 32,922 29,071 △47,420 △18,349

（注）１．セグメント利益又は損失（△）の調整額△47,420千円は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費等で

あります。

２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2018年４月１日　至　2018年６月30日）

当社グループは、「通信販売事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（報告セグメントの変更等に関する事項）

当社グループは、従来「コンサルティング事業」、「旅行事業」、「通信販売事業」の３事業を報告セグメ

ントとしておりましたが、当第１四半期連結累計期間より、「通信販売事業」の単一セグメントに変更してお

ります。その理由としましては、「コンサルティング事業」は前連結会計年度及び当第１四半期連結累計期間

において受注が無く、今後も収益及び費用の発生が見込まれなくなったこと、「旅行事業」は、パストラベル

株式会社の全株式を2018年３月29日付で売却し、連結の範囲から除外したことによるものです。
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（企業結合等関係）

該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2017年４月１日
至　2017年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2018年４月１日
至　2018年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額 0円96銭 0円31銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純損失金額（千円） 19,002 8,724

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純損

失金額（千円）
19,002 8,724

普通株式の期中平均株式数（株） 19,731,339 28,240,000

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

（注）　前第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するも

のの１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。また、当第１四半期連結累計期間の潜在株

式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

(子会社の設立）

当社は、2018年８月10日の取締役会において、以下のとおり子会社を設立することを決議いたしました。

１．目的

当社は、2018年７月20日付でブロックチェーン技術に強みを持つBlockchain GlobalLimited及びBlockshine

Technology Corporation Pty Ltdと包括的業務提携契約を締結いたしました。本提携による、ブロックチェー

ン技術の総合コンサルティング事業の共同展開を目的とした子会社を、新たに設立するものです。

 

２．子会社の概要

商号　　　　　Blockshine Japan株式会社

本店所在地　　東京都渋谷区

事業内容　　　ブロックチェーン技術の総合コンサルティング事業

資本金の額　　50百万円

発行株式総数　200,000株

設立年月日　　2018年８月24日（予定）

株主構成　　　当社100％

 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  
 
 

平成30年８月10日

パス株式会社

取締役会　御中
 

ＲＳＭ清和監査法人
 

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 藤本　　亮　　印

 

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

 公認会計士 大塚　貴史　　印

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているパス株式会社の

平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成30年４月１日から平成30年

６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成30年４月１日から平成30年６月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表

を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠

して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、パス株式会社及び連結子会社の平成30年６月30日現在の財政状態及

び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な

点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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